
 

 

右の図のような 1辺の長さが𝑎の立方体 ABCD − EFGHにおいて， 

辺 AB，AD，AE上にそれぞれ 

AK：KB = 3：2，AL：LD = 2：1，AM：ME = 1：1 

となるように，3点 K，L，Mをとる。このとき，次の問いに答えな
さい。 

《慶應義塾志木高》 
(1) 線分 KLと対角線 ACとの交点を Pとするとき，AP：PCを求
めよ。 
 
(2) △KLMと対角線 AGとの交点を Qとするとき，AQ：QGを求
めよ。 
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